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石田

『置換基効果』『酸と塩基』の演習　

マクマリー

5.15, 5.16, 5.28, 10.7, 10.12, 10.39, 12.5, 10.37

『置換基定数』の演習　

置換基定数として、σp-NH2 = -0.66, σp-NO2 = 0.78, σm-OCH3 = 0.115, σm-Br = 0.391 

を使え。（ヒント）題意前半から、反応定数（ハメットプロットの傾きρ）を出す。次

に、このプロットから未知化合物の反応速度定数を予測する。置換基効果には加成法則が

成り立つ。 

（ヒント）反応機構をきちんと書け。電子求引基が加速する反応か、減速する反応か（つ

まりそれぞれρが正か負か）を定性的に言えるだけでよい。


